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1．　 緒 言

　近年縫 目滑脱 によ るク レ ζ ム が かな り発生 し， そ の 対策にせ ま られる状況 にあ るの で ， 筆者は

縫 製 の 立 場か ら調査研究を 開発 した 。 縫 目滑脱 に 関す る文献は非常に少 な く， 殆ん ど皆無に近 い の

で ， まず予備実験を行 っ た 。 すなわち ， 滑脱 しやすい と言われ て い る布を含め て 9種類の試料を

用意 し ， JIS．　L，1096『1979一般織物試験方法の 滑脱抵抗力 ， 縫 目滑脱法 C法 に準じて イ ン ス トロ

ン 引張試験機を用 い て ， そ の 強伸度曲線を画 くと共に ， 試料の 破断状況を観察 して 5 タイプに大

別 した （第 1報）。 次 に
，

こ の 9種類の うち ， 明 らか に滑脱が認め られ る 2種 につ い て 精査 した

（第 2報）。 そ の後 ， ク レーム の対象 とな っ た新 しい試料 2 種を入手 した の で ， そ の滑脱抵抗力 を

測 る と共に ，計 4 種 の 試料に っ い て ， 布の 滑脱 しやす さを JIS．　L．1096−1979　6．21．2．糸引き抜

き法 A 法，6．21．3．ピ ン 引 き掛 け法 ， と滑脱 抵抗力 と の 関係を調査 し た の で 報告する 。

2．　 実 験

2．1，新試料　実際に ク レ ーム の 対象 とな っ た試料を入手 した の で 番号 5．6 とした 。

2．1．ユ．新試料の 詳細

表 1　 新資料布資料 （試料布は ボ リエ ス テル ジ ョ
ーゼ ッ トで あ る ）

No．

3456

試 料 名

ジ ョ ーゼ ッ ト

ジ ョ
ーゼ ッ ト

ジ ョ
ーゼ ッ ト

ジ ョ ーゼ ッ ト

纖

韈
羈

厚さ

O．160

．130

．130

．14

密度／2．54
　（cm ）

・テ 1・ ・

889010494949610410

ユ

織糸デ ニ ール

　 　（D ）

タテ 1・ ・

織 糸 強 度

　（9／d）

タ テ　 ヨ コ

織 糸 強 力
　 （9）

・ テ 1・ ・

織 糸 伸 度
　 （％）

タ テ 1・ ・

ll　iii　iiii　ill繖lii　iiil
45．742

．938

．938

、9

測定条件 ：

　 G ，L　 20cm　　　　 H ．　S　 20cm／min

　 C ，S　 20cm ／min 　　L ．S　 500g

　　 （恒温室 に て イ ン ス トロ ン 使用）
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2，L2 ．織糸のよ り調査 。

2．1，3．縫糸　前報に同 じ。

2．1．4．縫 目 の 滑脱抵抗測定

　方法 ， 装置 は前報 と同 じで あ るが ， 今回 は 6mm 滑脱時に機

械を停止 した 。 そ の 結果を表 3 に ， また ， 縫製品 と布素材 との

荷重伸び線図は図 1にあげた。

2．2．糸引き抜 き試験

　JIS．　L．1096
−19796 ．21．2．糸引 き抜き A 法 ，

つ ま り 2 × 7

cm の 試験片を たて ， よ こ 方向にそれぞれ 5 枚採集 し ， 試験片

表 2

糊No．　　 緯 経

3S2956T
／m

Z2974T ／mS3220T

／m

Z2997T ／m

4S3325T
／m

Z3268T ／mS3275T

／m

Z3018T ／m

5S3345T
／m

Z3172T ／mS2876T

／m

Z3048T ／m

6S3301T
／m

Z3222T ／mS3374T

／m

Z3292T ／m

表 3　縫 目の 滑脱抵抗力 （単位kg ）

タ訣
．

　　

※・

43
数

針

テ ヨ コ

5　　 6　 　 3456
圏　 　 ＼ 那 　 　 　 ＼

絹　　糸
10／2．54c 皿

13／2，54cm8

．707

．881

．521

，602

．602

．981

．902

．909

，739

．802

．371

．911

．962
．542

．662
．94

ポ リエ ス

テル ス パ

ン 糸

10／2．54cm
13／2，54cm6

．838

，751

，721

，362

．362

．402

，982

．388

．328

．891

，661

．82

　1，8612
．G42

．302
，72

ポ リ エ ス

テ ル フ イ
ラメ ン ト

糸

ユ0／2，54cm

13／2，54cm6

．335

，96O

，88　 2．84
0．93　 2，824

．342
．3D7

．5710
，611

．722

．041

．661

．883

．202

．50

試料 3，
4 の データは 前報 よ り写 した 。各データ は試料 5 の 平均値で あ る。

　測定条件 ： G ．L7．6cm，　 H ．　S　10cm ／min ，　 C ，S100cm ／min ，　 L ．S20kg

荷
重

「

図 1
　 No．5

　 ヨ コ 絹糸 10針

噂　 伸び

No．5

タテ 委
り
．誓 集・・針

荷

重

↑

→　仲 ぴ

No．6

　　 ポ リエ ス テ ル
　　 　　 　　　 13針ヨ コ

　　 ス パ ン 糸

荷
重

↑

O →　 伸び

No．6

・ ・ 到夛、蘇 集13針

荷
重

Q 、　 →　伸び

一 99 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

裘 4　糸引き抜き試験結果　　　 （単位 9 ）

測定条件

G ．L 　3cm
H ．S3cm ／min

C ．S　10cm ／min

L ，S　5009

図 4

嘉 ・テ ヨ コ

3 5ユ．462 ，4

442 ，547 ．4

5 42．526 ，4
6 41・8136 ．8

各試料 5 回の 平均値

図 2

図 3

抵
抗
力

↑

No3 タテ

試料 4

→ 　伸 び

No．4

抵
抗

力

↑

O

ヨ コ

（A ）

抵

抗
力

↑

0

→ 伸び
・

No．5 ヨ コ

図 5

抵
抗
力．

↑

0

→ 　伸 び

No．6 タ テ

（A ’

）

→　伸び

15

図 6
（単位 cm ）

5

a　　 O．5b

　 　 O．5
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松村 ；織物 の 縫 目滑脱に 関す る研究（第3 報）

は長辺 に沿 っ て 端か ら 2cm の 位置 と ， さ らにそ の点 か ら 3cm の 位置に ， 辺 と直角に 印を付け

る 。 両端か らこ の 位 置まで ， 図 2の よ うに一方向は幅0．5cm の 切込 み を短 辺 の 中央に 辺 と直角に

入れ ，他方は短辺 の 中央に糸 2本を残 して ， それ以外はすべ て 取 り除 く。

　こ の よ うに して ， 作製した試料をイ ン ス ト ロ ン引張試験機で 測定実施 した 。 結果を表 4 に示

す 。

　糸引 き抜き試験終 了後 の 試料を図 3 に ， また ， 糸引き抜き時の 抵抗力曲線を図 4 に例示 した 。

　本試 験の実施 に あた っ て ， 布 中の糸 2本の 切断す る方法を種 々 試み た結果 ， 市販の 1mm ドラ

イ バ ーを油砥石 で軽 く研摩 して 使用 し好結果を得た 。 すなわち ， 図 5A ， A ’

に示 した ドラ イ バ ー

利用 ナイ フ を 20倍双眼顕微鏡 の下で使用 した 。

2、3． ピ ン 引 っ 掛け試験

　JIS．　L ．1096−19796 ．21．3．ピ ン 引 っ 掛 け法に よ り実施 した 。 試料作製は 5 × 15cm の 試験片

を た て ， よ こ 方向に そ れぞ れ 3 枚採取 し，
こ れを図 6 の よ うに長辺 に沿 っ て一方の 端か ら0．5cm

の 位置か ら幅0．5cm 間の 短辺 方向の 糸を取 り除き ， こ の部分｝こ図 7 の よ うな ピ ンを差 し込み 引張

試験機に取 り付 ける 。

　引 っ 掛け用具は，針 の 間陥は 5mm ，針数 12本， 測定結果 は表 5 に ， また ，
ピ ン 引 っ 掛 け時の

抵抗力曲線を図 8に 例示 した 。

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 図 7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 単｛跏 m

　　　　表 5　 ピン 引掛 け試験結果　　（単位 9）

嘉
3456

タ テ

（mg ）

9．664

．686

．605
．16

ヨ コ

（kg ）

7．574

．885

．806
．32

件条定測
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ユ
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ユ
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2．4．糸の 摩擦抵抗力

　試料 3 の 滑脱抵抗力 は ， 試料 4 の約 6倍に も達

し， 触感で あきらか に区別で きる ほ ど試料 3 は粗

い の で ， 織糸をはず して ， そ の 摩擦抵抗力の 測定

を試みた 。 糸の 外観は ， 図10に示す 。 測定は

ROTHLD ．　 F．　 meter 　 R −1182 を 使用 し，恒温室

（20±2°C
，
65± 2％ RH ）内で 行 っ た 。 糸摩擦抵抗

力 曲線図を図 9に例示 した 。

　 また，そ の結果を表 6 に示す 。

　糸摩擦抵抗力測定結果は予期 したほ どデ ータ の

開きは得 られなか っ た 。

3．　 滑脱 抵抗 力 と糸引 き抜 き抵抗力

　 及 び ピ ン 引 っ 掛 け抵 抗 力 との 関係

　縫製前 に布に つ い て ，
ス リッ プ の程度を予知で

きれば ， い ろ い ろ な対策をた て る基礎 に な る 。 そ

の 目的で 定め られ たJIS．　 L．1096−1979 一般織物試

験方法の 6．　21．2 の 糸引き抜き法及び ピ ン 引 っ 掛

け試験法を実施 して ， 滑脱 抵抗力 と の 関係を調 べ

た 。

3．1．絹縫糸使用　 10針 ， 13針の 場合

　デ
ー

タを再整理 （表 7A ，
　 B ） しグ ラ フ に した

（図 11　A ，B ）

3．L　1．

　横軸を滑脱抵抗力，縦軸を ピ ン 引 っ 掛け及び糸

引 き抜き抵抗力 と した 。 前者の増大 と共 に後者も

増大するが ， そ の程度は ピ ン 引 っ 掛け抵抗力の 方

が大 きい 。

　　 　　　 　　 表 7A　布 目タテ

　 図 9No
．4　 　 タ テ

図10

時 　間　 ←

摩
擦

抵
抗

力

↑

ヨ

　

　

　

覊
靉

表 6　 糸 の 摩擦抵抗力　　（単位 9 ）

方 向 1タ テ ヨ　　　 コ

試　 料　 M

糸摩擦抵抗力

323

．8420 ．7326 ．3426 ．8

測定条件　T ，
： lOg，　 T2 ； L ．S50g，糸巻

　 　　　 き回数 ： 4 回，糸速度 ：2mm ／

　 　　　 min ，　 C ，S ： 25mm ／min

試 料 ・・ 1 ・ i4 5 6

運鑞 ／・・M （・ m ）1，・ 1・311 ・ 11311・ 1131・・ 13

滑脱搬 力 （・g）1… 1・。881 ・531 ・… 2… 1・・9811 ・9・1298
矧 き抜き抵

鰡 ｝ 51・4 42，5 42，5 41．8

・
男

ン 引っ 掛
囑酬 ・・66 4．68 6。66 5．16
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図　 11
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表 7B

試　 　料　　 No ． 3

運鑞 ／・．M （・m ）11・ 113
滑脱抵抗力　（kg ） 9・731 ・…

糸引き抜き抵
鷲 t ・2・・

ピ ン引 っ 掛け抵抗
力　　　　 （kg）

7，57

14
巨・ 1・3

1・ 371 ・・91

147・4
1 ・・88

5 6

i・・ 11311・

ii・96　1　・・　54
13

1・・661 ・・94

29．・ 136．・
5．・・ 1 ・，3・

図12に グラ フ 化 した 。 結果は 7A と似て い るがデ ータが不揃い で あ るρ
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図　 12
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3．2，2 ヨ コ

表 8B

試 　 料　 No．

運針数／2．54（cm ）

滑脱抵抗力 （kg）

糸引き抜き抵抗力
　　　　　　 （9）
ピ ン 引 っ 掛け抵抗

力　　　　（kg）

31

・ 【13

1・… 1889
・2・・ 1

41

・ 113
・・6611 ・82

t51
Ii・ い3

1，862 … 1
47・・ i26．・ 1

7・　571 ・・8815 …

61

・　113
・・3・1・・7236

，86

，32

図　 13
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　表 8A13 針 の グ ラ フ は見事な 相関を示 して お り，
モ デ ル 的 と言え よ う。 こ の 結果か ら見 ると ，

糸引き抜 き抵抗力よ り ，
ピ ン 引掛 け抵抗力の方が数字の 動きが大 きく有望で ある 。

3．3．ポ リエ ス テ ル ・フ ィ ラ メ ン ト糸運針数　10針 ，
13針

3．3．1．タ テ

袤 9A

試　 　料 … 1
運針数／2．54（cm ）

滑脱抵抗力　（kg ）

314 5

巨・ i13い・ i1311・ 1・3

16335，96

糸引き抜き抵抗力

　　　　　　　　1　　　　　　（9）
ピ ン 引っ 掛け抵抗
力　 　　

』
（kg）

51．41

・・ssl ・・931 羅 1…

61

。 113
画 …

1 ・2・・ 1 ・… i41・・
・．661 ・．68 6，60 5．16
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3．　3，　2．　ヨ コ

表 9B

試 　 料 N ・・1
運針数／2．54（cm ）

滑脱抵抗力　（kg）

糸引き抜き抵抗力
　　　　　　 （9）
ピ ン 引 っ 掛け抵抗
力　 　　 　（kg）

31

巨・ 【13

1・・571i ・・61

41516

11・ 113【1・ 1・311 ・ 113
11．721 … 411 … 1・・88

162．・ 1 … 4

1・… 1・…
126・・

「 7・・57 ・．88i5 …

36．86

．32

図　 14 表 9A

ピ
ン

引
っ

掛
け
抵

抗
力

90k「
−

9

876

5

t　4

　 　 0
　 　 0　 　 1
坤 滑脱抵抗力

　  

　 10

ピ
ジ

引
っ

掛
け
抵

抗
力

98

7

6

54

23456789 ユOkg

g

四

60

50

如
番

・。 姦
　 　 き

・噸
10

力

　 　 ↑

o

9

 

60

50

糸
引
き

抜
き
抵

抗
力

↑

ω

　
　
30
　
　
20
　
　
m

t　O O
　 　 O12345678910kg

→ 滑脱抵撹力

一 107一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

表 9B

kg・

ユ0

9

8

戛
7

型 6

轡，

甕
力 4tO

　G 垂 23456789 ユOkg

→ 滑脱抵抗力

ユ09

8

戛
7

勢 6

掛

籖 ・

勢 、

↑

　

097．

60

50

糸
引
き
抜

き
抵

抗
力

↑

40
　
　
30
　

20
　

100

70

60
’

50

　 糸
4°
裂

・・ 警
　 抵

踴
10 ↑

゜

。 、 2 ， 、 567 、 、 、。ig
°

e 滑脱抵抗力

3．4．結果と考察

　布 の 滑脱 し易 さを測 る方法 と して IIS．　L ，
1096

−19796 ．21．2．糸引 き抜き法A 法 ， 6．2L　3ピ ン 引

っ 掛け法を実施 して ， 滑脱抵抗力 との 相関を調べ た結果，次の 結論を得た 。 何れの方法に して も ，

数字の大 き い程滑脱抵抗力は大き い 。 即ち ， 滑脱 しに くさ を示す と云 う事が出来 る 。 糸引き抜き

法は数字の 開きが小 さく ， 測定は精密を要す る 。 又 ， 糸の 切 断部分の 形状 に よ っ て誤差を生じや

す い 。 ピ ン 引 っ 掛 け法は数字の 開き も大き く，実施 も容易 な の で ， 有望 な方法で ある。滑脱抵抗

力は布自体 の 滑脱 しやすさの 他に ， 縫製方法 に よ っ て も大差が生 じて い る 。 表 2 に よ り最大 ， 最

小値を抜 くと， 表 10に示す様 にな る。 従 っ て ， 縫製方法の 研究も大切で ある 。

表1e
’

各試料の 滑脱抵抗値の 最大最小

方 向 1 タ ・ ［ ・ コ

試料 No， 34563456

最　　大 8，751 ，722 ，984 ．3410 ．612 ．372 ．543 ．20

最　　小 5．960 ．882 ．361 ．907 ．571 ，661 ．662 ，30

比 1，471 ．951 ．262 ．281 ．401 ．421 ．531 ．39
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4．　 ピ ン 引 っ 掛 け法 （引 っ 掛 け器具）の 検討

ピ ン 引 っ 掛け法は 前述 の 様 に有望なの で ， 更 に精度をあげる 目的で ， 細か い 2 種の器具を用 意

し， JIS規格品と比較 した 。 使用 した ピ ン 引 っ 掛け器具は，

仮称 ピ ン 間隔（mrn ）針数（本）全 幅（cm ）針の 太さ （mm ）

細

中

聡

　

　

J

19Q5 189

凵

聞
01

↓

−
⊥

使用 した試料は本報告記載の 3 ，

結果を表11に 示 し た 。

5．0　　　　 0．5

5．0　　　　 0．5

6．0　　　　 0．8

4
， 5 ， 6 ， で あ り， 測定

　以上の 様に ， 予想通 りピ ン間隔の 細か い 方が大 き い数字を

示 して い る 。 次 に ，滑脱抵抗力 との 関係を見 る た め に ， 図12

〜 14の様 なグラ フ を画 い て 見た が ， 予期の 結果を得 られなか

っ た 。 次 に ， 定性的に滑脱抵抗力 の大小の 順序 と測定値の 大

表 11　 ピ ン 引 っ 掛 け試験 （単位kg ）

覦 ピ ン 引 っ 掛け持具

No．
方向

細 1中 lJIS
　 　 ヨ コ 　　10．3
3
　 　 タテ　 10．8

　 　 ヨ コ 　 7．90
4
　 　 タ テ　 5．92

　 　 ヨ コ 　 6．　68
5
　 　 タテ　 6．83

　 　 ヨ コ 　 6．90
6
　 　 タ テ　 7．66

8．　039
．145

．　485

．40

囗

U570556

．335

．00

7，609

．604

，904

．60

5．806
．606

．　3e5

．20

小 の順序を並 べ て 見た 。 お互い の数字の 間に量的関係が な くとも ， 大き い もの は大 きく，小い 場

さ合は小 さ く示 され，そ の 順序が同一で あれば役 に 立 つ
。

　例として 絹縫糸 ヨ コ の 場合を示す 。

表12　ビ ン 間隔相違 に よる比較試験

試 料 蝋 　 ・ 1 ・ 1 ・ 16
運鑞 ／・ 54 ¢ m ）1・・ 11311・ 11311・ 1311 。 113
滑脱毓 力 （kg ）1・ 731 ・ ・。［・ 37【1・911 ・961 繃 【・ 66　i・ ・4

男
ン 引 つ

盤囎11・ ・ 巨 ・・ 1 ・ 6816 ．90

〃 （ 中）1 跚 ｝ ・ 4815 ．76 6、60

〃 （ JIS）巨 571 ・ 881 …　 16．32

上表よ り

10針　滑脱抵抗力　試料　 5 〈 4 く 6 〈 3

　 ピ ン 引 っ 掛け抵抗力（細）試料 5〈 6〈 4 ＜ 3

　 ピ ン 引 っ 掛け抵抗力（中）試料 4＜ 5〈 6＜ 3

　 ピ ン 引 っ 掛 け抵抗力 （JIS）試料 4 ＜ 5 〈 6 〈 3

　こ の場合 ， JIS法が 4 と 5 を入れ替え る と10針滑脱抵抗力 に
一

致す る 。 1ケ所入 替え の 場合は

口 と記す 。 13針の場合の滑脱抵抗力 の 順序は 4 ＜ 5 〈 6＜ 3 とな り，JIS法 と一致す る。 こ の場

合○ と記す 。 同様の 方法で 全部の結果を ま とめ表 13に示 した 。

　実験数 12の なか ， JISは○が 5 ， 口が 5 ， 中 も○が 5 ， 口が 5 ， 細は○が な く口 も 3 で ある 。

即ち ， ピ ン 引 っ 掛け （JIS）と ピ ン 引 っ 褂け（中）とは同 じ傾向で あっ た 。 しか し，ピ ン 引 っ 掛け（細）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 109一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

の 場合は ，
ピ ン 引 っ 掛け応力が大に な るが ， 結果が悪 くな る 。 そ の 原因究明の

一方法 として 布の

強鍍 儺 鬮 ・
，

・ ・ 引 。 劃 （細）応力 ・・ 関係・見 ・鳩 獄 鬻 ｝…鸛鸛 ・ a

を求め た 。 そ の結果を ， 表 15に示す 。

　表 16の ピ ン 引 っ 掛 け抵抗力 の方向は ， タテ ，

ヨ コ 反対にな る の で ，そ の様 に示 した 。

4，L 結果 と考察

　 ピ ン 引 っ 掛け抵抗力の 測定結果か ら，
ピ ン

商隔が細隙の場合に抵抗力が最 も多い 。

　布 引張強力／ピ ン 引 っ 掛け強力≒ α と し て ，

a の 値を考える と，
ピ ン 間隔 3mm （中）と，

ピ ン 間隔 5mm （JIS）の 場合 は類似し定数を

与え るの に対 し ， 1mm （細）の 間隔で は ，
こ

れ らに比較して 小さい値を与え る。 a ＝ 1の

とき ，
ピ ン 引 っ 掛 け強力は 引張 り破断強力 と

なるが ， 測定範囲引で a ＝＝ 1 は有り得ず，
こ

ボ リエ ス テ ル

　 ス パ ン 糸
タ テ ユ0 ○ ○

13 口 口

ヨ コ 10 ○ ○

13 ○ ○

絹　　　　 糸 タ テ 10 口 口

13 目 口

ヨ コ 10 口 口 口

13 ○ ○

ボ リエ ス テル

フ イ ラ メ ン ト糸
タ テ 10 ○ ○

13 口 口

ヨ コ 10 口

13 口

表 13　 ピ ン 引 っ 掛け 測定結果

縫 　 糸 随 1矧 細 弼 Jls

口印 ： 1ケ所入替，○印 ：同 じ順序

表14 布の 強伸度 （単位kg）

翻
No ． 3 4 5 6

方向 タ テ 　 ヨ コ タ テ 　 ヨ コ タ テ 　 ヨ コ タ テ　 ヨ コ

強力　31．9　 31．0　 19．9

伸度　　53．8 ．63，6　 49．521

．1　　18．5
44．2　　41．517

．1　 22，7

40．6　　49．822

．044

．5

表 16　 ピ ン 引 っ 掛 け抵抗力 （単位kg）

課
No． 3 4 5 6

方向 タ テ 【・ ・ タ テ 1・ ・ タ テ 旨・ タ テ 　 ヨ コ

細 11。．・11。．・1・．・・1・．921 ・・6si ・… 1・… i・・66

15表 （単位k9 ）

張。判 3141516

方 向 1・ テ i・ ・ レテ i・ ・ レテ 1・ ・ 1・・ i・ ・

　 1『
・RIR

£

覊
』

9

麟
£

帥

み

 

ゆ

e
樟

細

中

JIS

3．　09

3．97

4．20

2．87

3．39

3，23

2．52

3．63

4．06

3．56

3，90

4．58

2．77

3．　21

3，18

2．50

3．39

2，59

3．29

3．59

3，60

2．87

4．40

4．23
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の 値が小 さ い 程 ， 引 っ 張 り強力を測定する の に 近 い 結果を示すもの と考え られる 。 即ち ，
ピ ン 間

隔は ある一定以上 の 間隔範囲 にあ るとき ， 原理 的に密度及び デニ ール （糸の 接触交点の 面積）を

加味 して ， 実際の 糸の 滑脱抵抗値を測定す る こ とが 出来 る 。 又 ，
ピ ン引 っ 掛け器具の 針の太 さの

影 響は ，
ピ ン 聞隔の 影響に 比 較す る と僅か と考え られ る。

　ピ ン 間隔 3mm 及 び 5mm の 場合得 られ た，ピ ン 引 っ 掛け抵抗値は類似 して い る 。 従 っ て ある

一
定間隔範囲の ピ ン間隔を選 べ ぱ ，

ピ ン 引 っ 掛け抵抗値を測 る事が 出来 る 。 即ち ， 暫定的に JIS

法を持 っ て ，標準測定法 と考え て 良い と思わ れる 。

5．　 結 語

　最近 ， 縫製品を着用 した時 ，
そ の 縫製箇所 で縫 目滑脱 を お こ し ， ク レ

ー
ム の 対象 とな る こ とが

多い の で ， こ の 縫 目滑脱現象に つ い て 調査 した 。 即ち ， 縫目滑脱は布 自体 に滑脱 し易さを内蔵 し

て い る と考え られるの で ， それ を縫製前 に予知す る方法 として ， 試料ポ リエ ス テ ル 長繊維薄地織

物を使用 して ， JIS．　L ，
1096

−19796 ．21．3．ピ ン 引 っ 掛け法が良い こ とを認あ た。 こ の 方法に よ

れば，布固有 の滑脱 し易 さを知 る こ とが出来 る 。 次に ， 実際に各種の 縫製を行 っ て 滑脱抵抗力 を

測定する と ， 同 じ布で も縫製方法によ っ て 1．5〜2．0倍 の抵抗力を示す こ とが判 っ た 。 こ の 事実は

そ の 布に 最 も適 した縫製方法を選定すべ き こ とを示 して い る 。 以 上 ， 本実験で 使用 した試料は僅

か 4 種類で あ る 。 従 っ て結果 に対す る不安 も多い 。 更 に試料を集め確認 ，或 は修正 の実験を つ づ

け る予定で あ る 。

　本研究 につ い て 終始 ご指導を賜わ りま した荒川洵工 学博士な らび に実験上 い ろ い ろご協力 ， ご

教示 い ただ きま し t 鐘紡   商品試験セ ン タ ー各位に 心 か ら御礼申 し上げます 。
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